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都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
商
標
権
の
譲
受
け
を
申
請
し
た
組
合
等
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
申

請
組
合
等
」
と
い
う
。）が
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
申
請
を
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
商
標
法
第
二
十
四
条
の
二
第
四
項
及
び
同
法
第
三
十
五
条
に
お
い
て
準
用
す
る
特
許

法
第
九
十
八
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
商
標
権
は
、前
項
の
計
画
期
間
の
終
了
日
の
翌
日
に
、

当
該
申
請
組
合
等
に
譲
渡
さ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

一

申
請
組
合
等
の
構
成
員
の
過
半
数
が
第
一
項
に
規
定
す
る
一
般
社
団
法
人
の
社
員
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ

と
。

二

申
請
組
合
等
又
は
そ
の
構
成
員
が
促
進
区
域
に
お
い
て
事
業
を
行
う
者
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

三

申
請
組
合
等
が
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
商
標
権
の
譲
受
け
を
申
請
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
当
該
一
般
社
団
法
人

の
同
意
を
得
て
い
る
こ
と
。

５

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
商
標
権
の
譲
渡
の
登
録
を
特

許
庁
に
嘱
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

都
道
府
県
知
事
が
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
承
認
を
し
な
か
っ
た
地
域
団
体
商
標
の
商
標
登
録
に
つ
い
て
は
、
承
認

地
域
経
済
牽
引
事
業
計
画
の
計
画
期
間
の
終
了
後
は
、
商
標
法
第
四
十
六
条
第
一
項
第
七
号
に
該
当
す
る
も
の
と
す

る
。

第
二
十
三
条

特
許
庁
長
官
は
、
承
認
地
域
経
済
牽
引
事
業
に
係
る
商
品
又
は
役
務
に
係
る
地
域
団
体
商
標
の
商
標
登

録
に
つ
い
て
、
商
標
法
第
四
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
七
項
の
登

録
料
を
納
付
す
べ
き
者
が
当
該
商
品
又
は
役
務
に
係
る
承
認
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
承
認
地
域
経
済
牽
引
事
業
者
で

あ
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
登
録
料
（
承
認
地
域
経
済
牽
引
事
業
計
画
の
計
画
期
間
内
に

地
域
団
体
商
標
の
商
標
登
録
を
受
け
る
場
合
の
も
の
又
は
当
該
計
画
期
間
内
に
地
域
団
体
商
標
の
商
標
登
録
に
係
る

商
標
権
の
存
続
期
間
の
更
新
登
録
の
申
請
を
す
る
場
合
の
も
の
に
限
る
。）を
軽
減
し
、
又
は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
法
第
十
八
条
第
二
項
並
び
に
第
二
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
納
付
が
あ
つ
た
と
き
」と
あ
る
の
は
、「
納
付
又
は
そ
の
納
付
の
免
除
が
あ
つ
た
と
き
」

と
す
る
。

２

特
許
庁
長
官
は
、
承
認
地
域
経
済
牽
引
事
業
に
係
る
商
品
又
は
役
務
に
係
る
地
域
団
体
商
標
の
商
標
登
録
に
つ
い

て
、
当
該
地
域
団
体
商
標
の
商
標
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
が
当
該
商
品
又
は
役
務
に
係
る
承
認
地
域
経
済
牽
引

事
業
の
承
認
地
域
経
済
牽
引
事
業
者
で
あ
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
商
標
法
第
七
十
六
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
商
標
登
録
出
願
の
手
数
料
（
承
認
地
域
経
済
牽
引
事
業
計
画
の
計
画
期
間
内
に
商
標

登
録
出
願
を
す
る
場
合
の
も
の
に
限
る
。）を
軽
減
し
、
又
は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

商
標
法
第
四
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
七
項
の
登
録
料
は
、
商

標
権
が
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
料
の
軽
減
又
は
免
除
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
減
免
」
と
い
う
。）を
受
け
る

者
を
含
む
者
の
共
有
に
係
る
場
合
で
あ
っ
て
持
分
の
定
め
が
あ
る
と
き
は
、
同
法
第
四
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二

項
又
は
第
四
十
一
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
七
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
各
共
有
者
ご
と
に
こ
れ
ら
に
規
定
す

る
登
録
料
の
金
額
（
減
免
を
受
け
る
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
減
免
後
の
金
額
）
に
そ
の
持
分
の
割
合
を
乗
じ
て
得
た

額
を
合
算
し
て
得
た
額
と
し
、
そ
の
額
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４

商
標
登
録
出
願
に
よ
り
生
じ
た
権
利
が
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
商
標
登
録
出
願
の
手
数
料
の
軽
減
又
は
免
除
（
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
減
免
」
と
い
う
。）を
受
け
る
者
を
含
む
者
の
共
有
に
係
る
場
合
で
あ
っ
て
持
分
の
定
め
が
あ

る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
者
が
自
己
の
商
標
登
録
出
願
に
よ
り
生
じ
た
権
利
に
つ
い
て
商
標
法
第
七
十
六
条
第
二
項
の

規
定
に
よ
り
納
付
す
べ
き
商
標
登
録
出
願
の
手
数
料
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
各
共
有
者
ご
と
に
同
項
に

規
定
す
る
商
標
登
録
出
願
の
手
数
料
の
金
額
（
減
免
を
受
け
る
者
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
減
免
後
の
金
額
）
に
そ
の
持

分
の
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額
を
合
算
し
て
得
た
額
と
し
、
そ
の
額
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
算
定
し
た
登
録
料
又
は
手
数
料
の
金
額
に
十
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数

は
、
切
り
捨
て
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
四
条
か
ら
第
二
十
六
条
ま
で
を
削
る
。

第
二
十
九
条
第
一
項
中
「
第
二
十
三
条
」
を
「
第
三
十
六
条
第
一
項
又
は
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
九
条

と
す
る
。

第
二
十
八
条
第
一
項
中
「
第
四
条
第
一
項
」
を
「
第
三
条
第
一
項
」
に
改
め
、「
第
五
項
ま
で
」
の
下
に
「
、
第
四
条

第
一
項
、
同
条
第
六
項
及
び
第
七
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
五
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
五

条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
六
条
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

第
十
三
条
第
一
項
、
同
条
第
七
項
、
第
八
項
及
び
第
十
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第
十
四
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
十
六
条
、
第
二
十
四
条
、
第
三
十
三
条
並
び
に
前
条
に
お
け
る
主
務
大
臣
は
、
経
済
産
業

大
臣
及
び
承
認
地
域
経
済
牽
引
事
業
を
所
管
す
る
大
臣
と
す
る
。

第
二
十
八
条
第
三
項
中
「
前
二
条
」
を
「
第
二
十
七
条
第
一
項
、
同
条
第
四
項
及
び
第
五
項
（
こ
れ
ら
の
規
定
を
第

二
十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）、
第
二
十
八
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
三
十
六
条
第
二

項
」
に
、「
特
定
事
業
」
を
「
承
認
連
携
支
援
事
業
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
五
条
第
一
項
、
第
六
条
第
一
項
」

を
「
第
四
条
第
一
項
、
第
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

５

第
十
三
条
第
一
項
、
第
十
四
条
第
一
項
、
第
十
五
条
第
一
項
及
び
第
十
六
条
第
一
項
に
お
け
る
主
務
省
令
は
、
第

二
項
に
規
定
す
る
主
務
大
臣
の
発
す
る
命
令
と
す
る
。

６

第
二
十
七
条
第
一
項
及
び
第
五
項
並
び
に
第
二
十
八
条
第
一
項
に
お
け
る
主
務
省
令
は
、
第
三
項
に
規
定
す
る
主

務
大
臣
の
発
す
る
命
令
と
す
る
。

第
二
十
八
条
を
第
三
十
八
条
と
す
る
。

第
二
十
七
条
中
「
企
業
立
地
」
を
「
承
認
地
域
経
済
牽
引
事
業
」
に
、「
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
を
「
協
力
す

る
も
の
と
す
る
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
十
七
条
と
し
、
第
三
章
中
同
条
の
前
に
次
の
六
条
を
加
え
る
。

（
関
連
す
る
施
策
と
の
連
携
）

第
三
十
一
条

国
は
、
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
再
生
の
総
合
的
か

つ
効
果
的
な
推
進
に
関
す
る
施
策
、
地
域
的
な
雇
用
構
造
の
改
善
を
図
る
た
め
に
必
要
な
施
策
、
広
域
に
わ
た
る
活

発
な
人
の
往
来
又
は
物
資
の
流
通
を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化
の
た
め
の
基
盤
の
整
備
に
関
す
る
施
策
そ
の
他
の
関
連

す
る
施
策
と
の
連
携
を
図
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
多
様
な
主
体
の
連
携
及
び
協
力
）

第
三
十
二
条

国
、
地
方
公
共
団
体
、
独
立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
、
株
式
会
社
地
域
経
済
活
性
化
支
援

機
構
、
地
域
経
済
牽
引
支
援
機
関
そ
の
他
の
関
係
者
は
、
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
を
図
る
た
め
、
相
互
に
連
携

を
図
り
な
が
ら
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
大
学
等
と
の
連
携
協
力
の
円
滑
化
等
）

第
三
十
三
条

主
務
大
臣
及
び
文
部
科
学
大
臣
は
、
地
域
経
済
牽
引
事
業
を
促
進
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
研
究
開
発
及
び
人
材
育
成
に
関
し
、
市
町
村
及
び
都
道
府
県
と
大
学
、
高
等
専
門
学
校
及
び
大
学
共
同
利
用

機
関
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
大
学
等
」
と
い
う
。）と
の
連
携
及
び
協
力
並
び
に
承
認
地
域
経
済
牽
引
事
業
者
と

大
学
等
と
の
連
携
及
び
協
力
が
円
滑
に
な
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
大
学
等
に
お

け
る
教
育
研
究
の
特
性
に
常
に
配
慮
す
る
も
の
と
す
る
。

２

主
務
大
臣
及
び
文
部
科
学
大
臣
は
、
地
域
経
済
牽
引
事
業
に
伴
っ
て
新
た
に
必
要
と
な
る
知
識
及
び
技
術
の
習
得

を
促
進
す
る
た
め
の
施
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
資
金
の
確
保
）

第
三
十
四
条

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
承
認
地
域
経
済
牽
引
事
業
又
は
承
認
連
携
支
援
事
業
に
必
要
な
資
金
の
確

保
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
指
導
及
び
助
言
）

第
三
十
五
条

国
及
び
都
道
府
県
は
、
承
認
地
域
経
済
牽
引
事
業
者
又
は
承
認
地
域
経
済
牽
引
支
援
機
関
に
対
し
、
承

認
地
域
経
済
牽
引
事
業
又
は
承
認
連
携
支
援
事
業
の
適
確
な
実
施
に
必
要
な
指
導
及
び
助
言
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
報
告
の
徴
収
）

第
三
十
六
条

都
道
府
県
知
事
は
、
そ
の
承
認
を
し
た
承
認
地
域
経
済
牽
引
事
業
者
に
対
し
、
承
認
地
域
経
済
牽
引
事

業
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

主
務
大
臣
は
、
そ
の
承
認
を
し
た
承
認
地
域
経
済
牽
引
支
援
機
関
に
対
し
、
承
認
連
携
支
援
事
業
の
実
施
状
況
に

つ
い
て
報
告
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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